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1	 会議概要 

	 ２０１５年１１月１６日〜２１日の６日間にわたり，大

阪大学銀杏会館において Neutrino-Nucleus Interactions 

in the Few GeV Region (NuInt15 ; 会議ウェブサイト: 

http://bit.ly/nuint15) が開催された。この国際会議の目的

は，特に将来のニュートリノ振動実験における系統誤差を

抑える上で重要なニュートリノ－原子核反応の理解を理論

• 実験の両面から深めることと，データで検証されたより

信頼性の高い模型をデータ解析用 generator に組み込むこ

とである。今回は超新星爆発の理解やダークマター探索の

上で重要な低エネルギー反応のセッションも含んでいる。

NuIntは２００１年にKEKで開催されて以来，アメリカ，

ヨーロッパ，アジアの持ち回りで１年半おきに開催され，

今回で１０回目の開催である。今回の参加者は１０９名で，

主にアメリカ，ヨーロッパ，インド，日本から参加があり，

日本からの参加者は３８名であった。 

 

図 1	 NuInt15参加者集合写真 
 

２	 プログラム 

	 会議は中家剛氏（京都大）による，今年の梶田氏のノー

ベル賞受賞のニュースも交えた opening remark で始まっ

た。会議のプログラムは招待講演のみからなる口頭発表と

ポスターセッションからなる。セッション数は１０本であ

り，それぞれのセッションを担当する２〜３人のコンビナー

が招待講演者を選定する。 セッション（及びその講演数）

は，Theoretical issues in neutrino-nucleus interactions 

（４件），Neutrino flux（５件），Systematics（８件），

Inclusive measurement （２件），CC and NC quasi-elastic 

scatterings（８件），Pion production and other inelastic 

interactions（７件），Shallow and deep inelastic scat-

terings（６件），Electron scatterings（５件），Generators

（５件），Low-energy neutrino scattering（４件），Future 

experiments（８件）であり，総講演数は Summary（９件）

を含めて７１件である。各講演の発表資料は会議ウェブサ

イトで公開されている。 

 
図 2	 NuInt15セッションの様子 

 

	 ポスターセッションには計２１件の応募があり，セッショ

ン中はピザとワインをつまみながらガヤガヤと議論が盛り

上がった。参加者はポスターの中から一般，学生それぞれ

１件ずつのベストポスターを選んで投票した。ベストポス

ター賞には一般の部では Phillip Rodrigues 氏(Rochester 

Univ.)が，学生の部ではMonireh Kabirnezhad氏(National 

Center for Nuclear Research, Poland)が選ばれ，バンケッ

ト時に表彰された。 なお口頭発表とポスター発表のプロシー

ディングスは，JPS Conference Proceedings より出版の予

定である。 
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	 ÔÆ者のŮƔではあるが，い�つか¶ƥにņったŽĻを

ÔÆしたい。理論では Alessandro Lovato 氏 (Argonne 

National Lab)によってÔÆされた 12C における neutrino 

quasi-elastic scattering の¸î計Ŵが¶ƥ的であった。Ā

らのアプローVはす/ての核子のƉşúと核子間２�，３

�«をǃにđ
もので，Ą来のøÏÕな&にÓūをƄ�Ú

�模型と一ƁをŠすものである。ƊÈ深いことに，Āらの

ŽĻでは交Ġǈōのí�がĄ来のÚ�模型によるものより

もかなり大きい。このŽĻは今ăのÚ�模型の研究に大き

なÿǋを�えそ
である。 

	 新しい実験ŽĻのÔÆで¶ƥにņったものの一つは，

MINERvAグループからの neutrino-nucleus deep inelas-

tic scatteringのデータである。データがŬしたのはĄ来の

データ解析ŽĻから予ĉされるよりも大きな原子核®Ļ

（nuclear shadowing)である。このŽĻがより高統計のデー

タでŪƜされれば，nuclear PDFのŉ定に重要なデータと

なるかもしれない。 

4	 会議�� 

会議のő�zƳÊは，chair の�ƎƮ氏（大阪大）と

program committee chairのĬĎƍČ氏（ĸ京大äåƁ研）

が中ąとなり，č�やŰıさん，学生アルバイトがサポー

トするとい
ýでƱめられた。また，会議のiームhージ

はłô将Ć氏（ĸ京大）によってŵ理zƳÊされた。 

エクスカージョンは，京都大学高エネルギー物理学研究

éがő�を担当した。Ɛき�は，大阪ŎƲ館と京都öôの

２コースを選Ĕするý�ったが，öôの0
に人ňが集まっ

たよ
で，こちらは定Éがす�にÑまってしまった。当日

はあいに�のǇ模様�ったが，ŲĺのòāのĤųはÙ国人

参加者にはかなりÝƛ�ったよ
�。 

	 バンケットは，会議の会ÕとÂ�û物¢にあるvストラ

ンでƐわれた。本会議の開催に際してƦģġを受けた，

大阪大学核物理研究センターのǉ�ƅ氏（ªセンターƼ）

からĚėがあり，スーパーカlFカンデで検出ðƥとなる

ニュートリノ－原子核反応とîĝにƿưした原子核反応実

験が，�田Ɲ氏（õô大）らのグループによりÂセンター

においてĞƱされていることな&がź�された。料理の¢

ëとしては，ǁられた予Ŵのなかでvストランががんばっ

て�れたよ
で，料理人のĨ�がÜ.らやdEアグラを目

の¨でƟ理して�れたり，たこŕきな&ローカルな料理も

でてきたりした。参加者には大ØŐƫのい�もの�ったよ


である。実際，今回�用した会ÕではŔƁ LANのĝſが

ǎƂに¦れる�があり，参加者から~Őの×もあったが，

バンケットでŃáがすっかりŧったよ
�った。 

	 会議ƳÊをƯ�て大Ø�ったことの,とつとして，ìŋ

ĩƙのŪ�がę�られる。Į今のÙ国人ĪƐ者数のÖ加と

ƿưしているかもしれないが，会ÕÇƬ（大阪³部）での

ìŋĩƙのŪ�がǆしかった。このÇƬで会議を開かれる

際は，ìŋĩƙのŪ�をĬめにƐわれることをお±めする。 

5	 ��
� 

ニュートリノパラメータのŷîŉ定にはニュートリノ－原

子核反応における原子核àƩ®Ļのƴ¦な¼đいが~¿ń

であると£Ɯƣされるとともに（図３参Ŗ），ガドリニウム

を§用した超新星ƈİニュートリノの探索や�šのŅ��

ニュートリノ実験にÄけた¡�的なタイムラインがź�さ

れるな&，盛Ŋの
ちにŻ�した。Ņ回の会議は，³Ŷ大

ǂで開催される予定である。 

 
図 3	 ŌĐなパdEーマンスで MA=1.3のŻœをèƗする  

Kevin McFarland氏 (Rochester Univ.) 
 

Ĳăに，本会議は，大阪大学理学研究科Űıのċ家さん

や，学生アルバイトのŤさんのÚ大なµ«により，Ŕ�に

Żえることができました。ありがと
��いました。 

また，本会議は，NuInt2015 組ƃßÉ会，新学ƑǌÒ研

究�ニュートリノdロンXィアのƏ合とƱ²�，ĸ京大学ä

åƁ研究ďの 催として開催されました。ăġとして日本

学Ƒ振Ɗ会２国間交ō�Ŀセlナー（Fープンパートナー

シップ Â研究zセlナー），大阪大学核物理研究センター

からƦģ面でのġを受けるとともに，大阪ƕ�óからは

ƕ�ガイドやバンケットで振ƋったÎビールをğ�いた�

�な&のĢġを受けました。このÕを�りてĊƢします。 
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